










































































principle of continuity in tim
e ）の問題、
（５）絶対現在（
the absolute present ）の問題、（６）実践的時間（
applied tim
e or tim
























































































































































































































































































































































































（１）道元禅師は時間を単に無内容な形式と見ることなく、時間と存在との一体なることを主張する。これを空華の巻は「諸時また青黄赤白等の色ある り。春は花をひく、華は春をひくも なり」と述べている。諸時と青黄赤白等の色とは決して別ものではない。春といふ 間はただちに花といふ存在として咲き出し、華といふものはやがて春といふ時を現はすのである。時間の中の存在ではなくして 存在がそれ自身時間にほかならない。このやうな時間的存在論は有時の巻に、「いはゆる有時は時す に れ有なり はみな時なり」とあり、「この尽界 頭々物々を時々なりと
覰
見すべし」とある文によつて、さらに明瞭となるであらう。尽界の頭々物々すな
はち一一の存在は、そ まま個々の時間でなければ らない。ここに「別に別体なく、法によって立つ」と仏教の基本的な規定がよく生かされ、しかも空 化として、却って真 間を成り立たせていることが明かである。禅師 この立場は、現代の実存哲学特にハイデッガー（
H
eidegger ）の「存在と時間」（





















































             　
　　　　
   　　
『正法眼蔵』「有時」（一巻二四一頁）
有時の「有」に関して辻口雄一郎氏は「諸法」と見なしている。




有とは抽象的、超越的な有ではなく、また、単なる ものを現している のではないと述べ 。そして、有時について次のように述べている。
― 100 ―























































田辺による 、有時の巻における時間論は「時間的存在 的存在なることを明示する」も であるとされる。しかし、このことは有時 巻の時間論が
"Sein und Zeit" の時間論に寛元されるという意味ではない。明示さ






































わたくし達は時間の中に生きている。時間の中に生れ時間の中に死んで行く。時間が人生にとって重要 意味を有つことは何人といえども切 に体験しつつある事実であ 。こ 頃わたくし達 ひどく苦しみつつある電車の混雑も結局は一定の時間内に目的地に到着したいと考えるからである。時間の束縛がなければ、ひとびとは如何にのんびりとした心もちになることであろうか （中略）時間の魔力はつねに人 をおびやかしている。しかもわたくし達の生存を不断におびやかしつつある時間そのものが人生 本質なのである。 質の重さや延長性であり、精神の本質が自由だと言うならば、
人間存在の本質は時間だと言えるであろう。
自己が自己の本質によって絶えずさいな










































ここに示されている「有時」という語は、「ある時は」どこに て、「ある時は」どんな姿をしていて、というような、時間の経過の中における一時を言うのではなく またその一時におけ 存在の仕方を言うのではない考えられる。　
たとえば、私たちは過去を振り返って、あのときは北海道にいたとか、あのときは沖縄で仕事をしていたと




























































































































































                         　　　
  　






                                     　　　　
















































龍牙山道和尚いはく、無中得悟。この道よくよく七通八達あるべし。無中の道取する むしろ、こころなからむや。宗旨〈あ〉るべくは、道声現ずべし。無中は、無内にあらず、無外にあらざるべし。中 かならずしも な 中、かならずしも心ならむや。三際、断ずべし、万根、枝すべし。これを、偏正に旋拳することなかれ、これを、辺表に錯認することなかれ。未至なるに りて無と ふ といはざる、無遺なるを無と ふ、といはざ 。万根 もに抜群す ことあらば、彼彼の無、すなはち待悟なるべし、三際、をなじく坐断 ことあらば、此此の無、まさ 得 べし。
有時
とま〈た〉ず、有形とまたず、有縁といはず、有地といはず、有始といはず、有来といはず、有変・有




      　　　　　　　　　　　　
     　










































































日常世界における と仏道におけ 時間と 二種の時間の流れを設定し、仏道においては時 存在がイコールであると解説している。　
八木氏は、






















   　　
              
『正法眼蔵』「現成公案」（一巻二頁）
とあって、二つの時節に分けている。「仏法の時節」と「万法ともにわれにあらざる時節」とである。














































die dauer, das W
ähren der Zeit ）の思想
に比較し得 であろう。それは今からその時まで（
vom






















































































































                                  　
    　　　






































































   『正法眼蔵』「春秋」（一巻四一五頁）
12  ③おほよそ聞法は、ただ耳根・耳識の境界のみにあらず、父母未生已前、威音以前、乃至尽未来際、無尽未来際にいたるまでの挙力・挙心・挙体 挙道をもて聞法するなり 身先心後の聞法あるなり。これらの聞法 ともに得益あり、心識に縁ぜざれば聞法の益あらず、といふことな れ。心滅身没 もの、聞法得益すべし、無心無身のもの、聞法得益すべし。諸仏諸祖、かならずかくのごとくの時節を
経歴
して、作仏し、成祖するなり。法力の、































ず、袈裟を信受すべからず、袈裟を きらめしるべからず いま震旦国・日本国をみるに、袈裟 ひとたび身体に著することうるものあり、えざるもの り、貴賤によ ず、愚智によらず。はかりしりぬ、宿善によれりといふこと。
　　　　　
   　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　
『正法眼蔵』「袈裟功徳」（二巻三〇七頁）








17  ③この道理、しづかに悟取 。百億身を究尽しても悟取し、換面回〈頭〉しても 取し、十千界を
経歴
しても
悟取すべし、直趣万年 も悟取すべし、一念 も悟取 、毫忽地にも悟取すべし。
　　　　　　　　　


























































































































































ものを真の愛と考へるならば 我々の自覺的限定 るものは愛によつて成立す といふこ ができるであらう。我々は普通に所謂内部知覺といふ如き のによつて自己自身を直覺す と考へる。併し我々の個人的自覺といふのも、單にかゝる意味の直覺に於て成立する でなく の中に自己を見て行く無限の過程でなけれ
― 132 ―













西田幾多郎の「永遠の今」は西田哲学に一貫した思想であり、その内容は「現在の一瞬一瞬を永遠なものに触れているものとして、あるいは永遠なもの自身 具現と て見よう す 」思想であると説明する。さらに次のよう 述べてい 。
















































































これら道元の細かい表現を読み飛ばし、次元を異にして説明されている二つの時間を同列に論じて、「非連続的にして而も連続的であるという矛盾的性格」をそこに押 つけているのは『正法眼蔵』 表現 即し はいないし、人を納得させる解説とは到底言えない。
先に見たように、山口氏は「有時」を「存在と時間」と訳すことを批判されていたが、「非連続の連続」を道元禅師の時間論に押しつけることをも批判されている。　
次に、今を重視することに関して角田氏は、

































































































      



































「再生思想」に行きつくという。 らに、小浜氏 次 よう 解説されて る。






























































行持に於て、真実の自己が存 のである。人間は而今の生を真実に生き、即今の死を真個に死ななければ らない。すなはち生に当面しては、生に純一にして、その全体に き、死 際会しては、 に無雑 して、その全面に徹すべきである。永平広録第三巻に、「師曰趙州雖恁麼道、永平到箇裡又且如何 儞被十二時使、許儞会祖師禅。老僧使得十二時、許老僧会如来禅」とある。十二時に使 れずして、自主的に十二時を使得するものにとって、日日これ好日であり、時々これ好時で かくして随処に主 なり 立つ処皆真たり得るのである。　
されば、禅師も随聞記第一巻に於て、「只念々に明日を期することなく、當日當時ばかりと思うて、後日は太
だ不定なり、知り難ければ只今日ばかり存命の程 仏道に隨はんと思ふべきなり」といひ 同じく第二巻で「只今日今時ばかりと思うて時光をうしなはず、学道に心をいるべき り。その後は真実にやすきなり。性の上下と根の利鈍は全く論ずべからざるなり」と説く である。有時 而今を真実に生きる ころ こそ、道元禅師に於ける宗教の本領が存するのである。　
百歳の日月をこの一日の生活に体現することは、生命価値の自覚に基くのである。前後際断の無礙自在なる実













    『正法眼蔵』「行持上」（一巻一四五頁）
245上堂。記得。趙州、因僧問、十二時中如何用心。州云、儞被十二時使、老僧使得十二時。儞問那箇時。師云、
趙州雖恁麼道、永平到箇裏又且如何。儞被十二時使 許儞会祖師禅。老僧使得十二時、許老僧会如来禅。這箇是超仏越祖底道理。作麼生是仏祖屋裏底道理。良久云、鉢盂開口喫飯
    　　　
『永平広録』第三（三巻一六四頁）
所詮は、一切の事に臨で、可案道理也。念々に不留、日々に遷流して 無常迅速なる事、眼前の道理也。不可待知識経巻数。念々に、無期明日 思当日当時許 後日は甚だ不定也。知 難ければ、只、今日ばかりも 身命の在らん程、可思順仏道也。順仏 者は、為興法利生 捨身命、行諸事、去也。
 　




       『随聞記』三（七巻九六頁）













































                                           『随聞記』三（七巻九六頁）














仏法を行ずるに、品をえらぶべきに非ず。人界の生は 皆、是 器量也。余の畜生等の 性にては不可叶。学道の人は、只、明日を期する事なかれ。今日今時ばかり、仏に随て行じゆくべき也。
　　　　　　　　　　　　　







                                          　　
   『随聞記』六（七巻一三六頁）
臨終時に後悔する故に、道理を考えて、ひたすら仏道を学ぶできである。後で修行しようという考え方はもってのほか。「後日」という言葉も見いだされる。
示云、学道の人は後日を待て、行道せんと思ふ事なかれ。只今日今時を過ごさずして、日々時々を勤むべき也。
     
　　　　　　　　　　　
   『随聞記』一（七巻五六頁）
去年思よりたりし時、在家を離て寺に近づきて、僧に馴て一年行道して終りたらば、勝れたらましと、存るにつけても、仏道修行は 後日を待つまじきと、覚るなり。
























































その類似性を指摘されている。特に、道元の「い ゆる有時 、時すでにこれ有なり、有はみな時なり」をハイデッガーの『存在と時間』と対比させている。凡そ八百年前に生きた道元禅師と近代のそれも異国の最先端の哲学者とが如何に類似するか示すことによって、道元禅師の思想的素晴らしさ示し、日本人 優秀さを明かそうとするものだと思う。それが求められる時代的側面もあったと思う。　
確かに類似する面もあるが、全く同じであろうか。両者ともに「今」を重視し、「死」を意識していることは共通







































串団子の譬喩によって、道元禅師の時間論における重要な語句である「有時」「経歴」「前後際断」を説明している。これを、筆者は輪廻に喩えることが可能であると考える。輪廻の主体を「五蘊」とすれば、連続性が「業」、非連続性が「五蘊」に当たるのではないか 思う。過去世の業が現世に影響し、現世の業及び過去世の業が来世に影響を及ぼすのである。いづれにしろ 「今」をきちんと生きなければ らない。  次に、「有時」巻の「いはゆる有時は、時すでにこれ有なり、有はみな時なり」という文章に関しては、文体から






    『随聞記』二（七巻七三頁）
























しても何の用ぞ。病して死なば本意也。大宋国の善知識の会にて修し死て、よき僧にさばくられたらん、先づ結縁なり。日本にて死なば、是ほどの人々に、如法仏家の儀式にて、沙汰すべからず。修行して未契先きに死せば、好結縁として、生を仏家にも受べし。修行せずして、身を久く持つても、無詮也 何の用ぞ。況や身を全くし病不作と思ふ程に、不知、又海 入、横死 も逢はん時は、後悔如何。如是 案じつづけて、思切て昼夜端坐せ に、一切に病不作。　
如今、各々も、一向に思切て修して見よ。十人は十人ながら、可得道也。先師天童のすすめ、如是。
   　　　
　　　　　　　　　　　　









又、発此志、只、可思世間無常也。此言 又、只 仮令 観法なんどに、すべき事に非ず。又、無事を造て、








































   
『随聞記』六（七巻一三六頁）
仏道を学ぶ者は寸陰を惜しんで修行しなくてはならない。他の事に煩わされず、ひたすら仏法を学すべき ある。



















間のあり方が本来的な実存であって、これはキルケゴール 「実存」を原型とするものと よう。だが後期のハイデッガーでは、人間が存在そのもの 明るみのうちへと立ちいでることが実存とされ、『存在と時間』での本来的実存にみられる悲劇的、英雄的な色彩は消え、従来のエクシステンツにかわってエク・システンツ
Ek-
sistenz （「開存」とも訳される）といった表現も用いられるようになる。なお実存哲学の影響を受けた日本の哲

























































































































































































































































































































117）小浜善信「《解説》永遠回帰という思想」（九鬼周造『時間論』二〇一六年、岩波文庫 三 二 ）。
（
118）小浜善信「《解説》永遠回帰という思想」（九鬼周造『時間論 二〇一六 岩波文庫 三七七頁）
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150）雲井昭善「私の死生観」（『幸福な死に方 は』一九八三年、平凡社、 三 頁）。
  （二〇一八年一〇月一〇日）
                                          
